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来
予
想
図

　
市
は
、
人
口
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
地
域

経
済
の
縮
小
を
克
服
す
る
た
め
、
雇
用
、

移
住
・
定
住
、
出
産
・
子
育
て
、
く
ら
し

の
４
つ
の
観
点
か
ら
、
目
指
す
べ
き
将
来

の
方
向
を
設
定
し
、
２
０
６
０
年
ま
で
の

人
口
の
見
通
し
を
示
す〝
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
〞

を
平
成
27
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
通
じ

た
人
口
動
態
の
変
化
な
ど
を
反
映
さ
せ

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　
今
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
第
２
期
総
合
戦
略
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
新
た
な

基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
基
本
方
針
を
軸
に
四
つ
の

基
本
目
標
を
設
定
し
、
地
域
特
性
で
あ
る

農
と
食
の
連
携
、
先
駆
的
な
ス
マ
ー
ト
農

業
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と
い
っ
た
〝
地

域
の
稼
ぐ
力
〞
を
高
め
る
取
り
組
み
や
、

充
実
し
た
子
育
て
支
援
、
芸
術
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
、
健
康
経
営
な
ど
、
市
の
強
み
を

活い

か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
相
乗
効
果
を
図

り
な
が
ら
、
よ
り
豊
か
で
自
立
し
た
地
域

を
目
指
し
ま
す
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
第
２
期
総
合
戦
略
の

詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

て
、
将
来
の
人
口
や
出
生
率
な

ど
の
目
標
を
見
直
し
ま
し
た
。

地
方
創
生
に
向
け
て

　
人
口
減
少
は
、
ど
の
自
治
体

も
避
け
て
は
通
れ
な
い
大
き
な

課
題
で
す
。

　
第
２
期
総
合
戦
略
で
は
、
将

来
の
人
口
減
少
を
可
能
な
限
り

抑
え
る
た
め
、
引
き
続
き
出
生

率
の
向
上
や
社
会
動
態
の
改
善

に
取
り
組
み
ま
す
。
一
方
で
、

長
期
的
な
人
口
減
少
を
見
据

え
、
少
な
い
人
口
で
も
地
域
の

活
力
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
な
く

成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

誰もが活躍できる地域社会の実現と個々の生産性の向上により
成長を続ける「スマートシティ」

基本方針

基本目標

将来、人口が減っても住みやすいま
ちであり続けることが大切なんだね

第
２
期
総
合
戦
略

14,983 人の
人口減少抑制

　人口減少、少子高齢化という危機的な課題を克服するための方針として、〝岩
見沢市総合戦略〟を策定してから５年が経過しました。
　これまでにさまざまな取り組みを進めてきたことにより、人口が減る中でも、
社会動態の改善や年少人口の転入増といった明るい兆しが現れてきています。
　その成果をもとに、今後の取り組みの指標を定めるため、将来の人口の見通
しを示す〝岩見沢市人口ビジョン〟を見直し、〝第 2期岩見沢市総合戦略〟を
策定しましたので、その概要をお知らせします。

問合先　企画室

まちの未来を見据えて

将来を楽しみに感じられると素
敵ですよね
岩見沢市が皆さんにとってそん
なまちになれるように、さまざ
まな取り組みを進めていきます

● ICTや農業の強みを活
い
かした雇用の創出

●起業支援や地元企業の成長支援・育成による雇用の創出
●地域を支える人材育成による経済の活性化

安定した雇用を創出するとともに、経済を支える人材を育て活
い

かす

労働生産性の向上
農業の生産性の向上主な評価指標

●芸術文化・スポーツや鉄道、炭鉱、ワインなどの強みを活
い
かした地域ブ

ランドの確立と交流人口・関係人口の創出
●住みやすさを活

い
かした移住の促進

新しい「ひとの流れ」をつくる

転出超過数の抑制
定住意向の向上主な評価指標

●医療の充実、市民の健康推進などによる市民生活の向上と安心で住みよ
いまちづくり
●未来技術の活用による〝Society5.0〟の実現と広域連携の推進、コンパ
クト・プラス・ネットワークによるまちづくり

安心して暮らすことができる地域をつくるとともに、新しい時代の流れを力にする

健康寿命の延伸
ICTを活用したサービスの創出主な評価指標

●安心して子育てできる環境づくりの推進と次世代を担う子どもの教育環
境の充実
●仕事や家庭の両立支援による働きながら子育てできる環境づくりの推進
●誰もが居場所と役割を持ち、つながりを持って支え合うコミュニティづ
くりと地域共生社会の実現

結婚・出産・子育ての希望をかなえる、誰もが活躍できる地域社会をつくる

合計特殊出生率の向上
子育てに関する不安や負担の軽減主な評価指標

西暦（年）

総人口（人）

➡

見直し前の人口ビジョンに準拠した推計
国立社会保障・人口問題研究所の推計に準拠した推計
人口ビジョンにおける将来展望（市が目指す人口の見通し）
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